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の関連因子、（ 3）血尿や蛋白尿と総死亡との関連性。  
【対象および方法】  







【結  果】  
非ホジキンリンパ腫患者における血尿、血尿単独および蛋白尿付随の血尿有
病率は 16.7％、 11.6％および 5.1％であった。血尿の関連因子を多変量ロジス
ティック回帰分析で解析したところ、血清 CRP(C-reactive protein)値が最も
有意な関連因子であった。総死亡に対する血尿の影響として、累積死亡率は血
尿単独（ 51.1％）、蛋白尿単独（ 47.1％）、およびその両方（ 66.7％）で有意に
高かった。全死亡率と血尿との関連性は、血尿単独および蛋白尿付随の血尿で
有意であった。  














【結  論】  
本研究では、非ホジキンリンパ腫患者における血尿は、全身性炎症による腎
損傷に起因することが示唆された。血尿単独または蛋白尿の合併は非ホジキン
リンパ腫患者の生命予後不良に関与する。  
